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論 文 要 旨       

 

所属ゼミ 坂爪裕研究室 学籍番号 81130181 氏名 井町 信彦 

（論文題名） 

ＩＴ投資対効果の最大化を図るには 

－意図せざる効果の創出－ 

（内容の要旨） 

著者は、医薬品製造メーカーである H製薬株式会社に 1997 年に入社以来、様々な部署を経験して

きた。特に KBS 派遣直前の情報システム部での業務経験が 10 年半と最も長く、そのうち 3年間は管

理職として業務を遂行し、様々なシステム導入に関わってきた。その中で大きく 4 つのことがある

と考えた。①システム導入前の稟議の段階においては、投資対効果の議論は経済的効果の話(すなわ

ち、「いくら儲かるんだ」とか「何年で元が取れるんだ」という話)に偏りがちであること②IT投資

の効果には、システム導入時に意図していた効果とは別に、システム導入後に副次的に発生する「意

図せざる効果」があること③一方で、システム導入後に発生する「意図せざる副作用」があること

④IT 投資後の効果検証が不充分であること 

以上 4つのことから、IT 投資において効果を最大化する余地が大いにあるのではないかと考え、IT

の投資対効果を高める為に必要なシステム部門の取り組みとして、特に意図せざる効果・副作用に

着目し、いかにその効果を発生させ享受することができるかの論理を明らかにするということを本

研究の目的とした。 

研究を進めるにあたっては、H社が過去に IT 投資を行ったシステムの中から①テレビ会議システ

ム②ロータスノーツを事例研究の対象とした。分析方法としてはシステムの主要ユーザー部門、情

報システム部門等の関係者へのインタビューおよび社内資料の分析を実施し、システム導入の当初

の目的および導入後に副次的に発生した効果をリストアップし、観測されたシステム導入後の意図

せざる効果はどのようにして発生したのか、そのメカニズムを明らかにしていった。副作用につい

ても同様な分析を行った。 

事例研究の結果、観測された意図せざる効果は 6パターンに、意図せざる副作用には 4 パターン

に分類されることが確認された。それぞれ定量化できるものは実際に試算を行い、また効果を増加

させ、副作用を低減させるためのアクションプランを提示し、因果関係図を導いた。 

本研究を通じて、意図せざる効果をつきつめる作業は一見非常にこまごまとしたものにも思える

が、そこには当初想定していた効果を遥かに上回る潜在的な規模(宝の山)があり、これを享受する

ことで投資対効果を劇的に高めることができること、つまり意図せざる効果にリーチすることはと

ても意義のあることであるということが明らかになった。この宝の山を刈り取るための施策として、

因果関係図より「柔軟な活用アイディアの発生」が最も重要であることが分かり、さらにこの「柔

軟な活用アイディアの発生」のためには 3 つの主要因（①トライアルの促進、②システムでできる

こととユーザーが困っていること(やりたいこと)のマッチング、③システムの機能の定義を柔軟な

解釈）があることが明らかになった。システム部門のあるべき姿のための取り組み姿勢として、の

この 3つのことに注力することで、システム内外における投資対効果を高めることができる。 

 

 


